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歳出総額
8,864,125
（単位：千円）

歳出総額
8,864,125
（単位：千円）

歳入総額
 8,984,758
（単位：千円）

令和６年度一般会計決算の概要

＜歳入決算（入ったお金）の内訳＞

＜歳出決算（使ったお金）の内訳＞

議会費
86,635(1.0%)
商工費
362,011(4.1%)
災害復旧費
120,019(1.4%)

自主財源
40.1％

依存財源
59.9％ 地方交付税　2,192,129(24.4%)

“目的別内訳（何のためにお金を使ったかの内訳です）”

“性質別内訳（どんなことにお金を使ったかの内訳です）”

県支出金　607,076(6.7%)

町債 546,116(6.1%)

町民の皆さんが国に納めた税金の一部などです。

町税　2,007,843(22.3%)
町民の皆さんから上富田町に納めていただいた税金です。

銀行などからの借金です。

町が行う特定の事業に対して、
県が負担・補助したお金です。

国庫支出金　1,389,063(15.5%)
町が行う特定の事業に対して、
国が負担・補助したお金です。

使用料および手数料　115,562(1.3%)
町の施設を利用したときや、
証明書を発行したときにいただくものです。

総務費　1,600,887(18.0%)
庁舎管理、町税の賦課徴収、
戸籍の管理、選挙などにかかる経費です。

人件費　1,128,412(12.7%)
職員の給与や、議員の報酬などにかかる経費です。

繰出金　666,528(7.5%)
他の会計に支払う経費です。

普通建設事業費　1,079,234(12.2%)
道路や建物などの工事にかかる経費です。

物件費 1,529,943(17.3%)
消耗品や印刷代、光熱水費などの経費です。

補助費等　1,691,351(19.1%)
団体への助成金や負担金などの経費です。

扶助費　1,311,572(14.8%)
子どもや高齢者、障がい者などを
支援するための経費です。

公債費　590,817(6.7%)
　　　　　　　　借金の返済金です。

公債費　590,817(6.6%)
借金の返済金です。

教育費　1,147,961(12.9%)
学校教育や社会教育などに
かかる経費です。

消防費　237,753(2.7%)
消防や防災対策などにかかる経費です。

土木費　771,989(8.7%)
道路、公園、河川などの整備や、
維持管理にかかる経費です。

民生費　2,806,521(31.7%)
児童や高齢者、障がい者など
社会保障にかかる経費です。

衛生費　880,801(9.9%)
予防接種や検診などの医療、
ごみやし尿の収集処理にかかる経費です。

農林水産業費　258,731(2.9%)
農業の振興・山林の管理などにかかる経費です。

繰越金　119,091(1.3%)
　前年度の決算で余ったお金です。

分担金および負担金
財産収入　             
寄付金　                
繰入金　                
諸収入　                

自主財源とは・・・町が自主的に集めるお金
依存財源とは・・・国・県などから入ってくるお金

※ 単位：千円　（　）は構成比

地方譲与税　                 
利子割交付金　              
配当割交付金　              
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金　       
ゴルフ場利用税交付金　  
地方消費税交付金　       
環境性能割交付金　       
地方特例交付金　          
交通安全対策特別交付金

  79,050(0.9%)
 1,028(0.0%)
 24,185(0.3%)
 28,480(0.3%)
 23,811(0.3%)
11,499(0.1%)
381,287(4.2%)
    8,177(0.1%)
  89,331(1.0%)
       886(0.0%)

 9,665(0.1%)
 41,446(0.5%)
474,773(5.3%)
631,918(7.0%)
202,342(2.3%)

財政事情の公表 ～上富田町のお金の使い道～財政事情の公表 ～上富田町のお金の使い道～

維持補修費
25,043(0.3%)
災害復旧事業費
120,019(1.4%)
積立金他
721,206(8.1%)

-1--2-



　
第
77
回
人
権
週
間
（
12
月
４

日
～
10
日
）
に
あ
わ
せ
、
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

時 

12
月
４
日
㊍

　
　
　
13
時
～
15
時

場 

・
上
富
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

　 

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
市
ノ
瀬
出
張
所
）

作
品
名 

『
こ
の
世
界
の
片
隅
に
』

時 

12
月
２
日
㊋
　
19
時
～

場 

上
富
田
文
化
会
館

費 

入
場
料
　
無
料

問 

総
務
課
　
財
政
・
管
財
班

　
☎
３
３
‐
７
０
９
２

事業名 事業費（単位：千円）

南紀の台公民館建設事業　　　 306,901

スポーツセンター人工芝改修事業　　　 129,910

くまのの森こども園改修事業 34,802

トイレトラック購入事業 26,547

有料広告

特
設
人
権
相
談
所
開
設

人
権
学
習
映
画
会

　
上
富
田
町
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
町
財
政
の
状
況
と
町
の

主
要
な
施
策
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
、

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の

財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
を
含
む
詳
細
な
資

料
（
財
政
公
表
）
に
つ
き
ま
し

て
は
、
役
場
本
庁
お
よ
び
各
出

張
所
の
掲
示
板
に
告
示
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
告

示
場
所
は
上
富
田
町
役
場
、
生

馬
・
岩
田
・
市
ノ
瀬
の
各
出
張

所
の
掲
示
板
で
す
。）

　
本
町
で
は
令
和
３
年
３
月
に

第
５
次
上
富
田
町
総
合
計
画
を

策
定
し
、「『
明
る
く
豊
か
で

元
気
な
ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
』
～
知
恵
と
創
造
の
力
を

合
わ
せ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

～
」
を
基
本
理
念
と
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
健
や
か
に
、
心
豊

か
に
安
心
し
て
暮
ら
し
、
そ
し

て
、
未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち

が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
歩
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ

の
公
表
を
通
じ
て
町
の
財
政
事

情
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
町
政

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

総
務
課
　
財
政
・
管
財
班

☎
３
３
‐
７
０
９
２
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総務費 民生費 教育費

＜主な増減理由＞

前年度との比較（目的別）※単位：百万円

令和 6年度の主な投資的事業の状況

総務費

民生費

教育費

…システム標準化対応業務等に
よる増加。

…くまのの森こども園改修事業
やはるかぜ保育所改修事業等
による増加。

…南紀の台公民館建設事業によ
る増加。

上
富
田
町
の
財
政
事
情

有料広告

人
権
に
関
す
る

　
　
　
　
お
知
ら
せ
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粗
大
ご
み
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
粗
大
ご
み
を
左
記
表
の
日

程
で
受
け
付
け
ま
す
。
搬
入
さ

れ
る
方
は
、
ご
み
収
集
日
程
に

記
載
さ
れ
て
い
る
注
意
事
項
等

を
ご
確
認
の
上
、
お
持
ち
込
み

く
だ
さ
い
。

上
富
田
町
粗
大
ご
み

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

上
富
田
町
岩
田
１
９
６
７
番
地

☎
４
７
‐
６
４
０
８

不
燃
ご
み
◆
12
月
29
日
㊊

８
時
30
分
～
12
時
30
分
ま
で

可
燃
ご
み
◆
12
月
30
日
㊋

８
時
30
分
～
12
時
30
分
ま
で

◆
10
㎏
　
百
円

※
処
理
困
難
物
は
、
重
量
に
か

か
る
料
金
に
処
理
手
数
料
が

１
個
に
つ
き
別
途
追
加
さ
れ

ま
す
。

※
持
ち
込
み
で
き
る
も
の
、
で

き
な
い
も
の
等
そ
の
他
詳
細

に
つ
い
て
は
、
ご
み
収
集
日

程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
始
の
通
常
業
務
は
、

１
月
６
日
㊋
か
ら
と
な
り
ま
す
。

〇
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
分
別
し
、
お
持
ち

込
み
く
だ
さ
い
。

〇
釣
銭
が
不
足
し
ま
す
の
で
、

お
釣
り
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

〇
他
の
車
両
や
作
業
者
に
は
十

分
に
注
意
し
、
安
全
な
運
転
・

作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
ご
み
を
持
ち
込
ま
れ
る
際
は
、

排
出
場
所
か
ら
当
施
設
ま
で
の

移
動
中
ご
み
が
飛
散
や
落
下
し

な
い
よ
う
に
安
全
に
配
慮
し
、

事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〇
当
施
設
の
処
理
能
力
の
限
界

を
上
回
っ
た
と
判
断
し
た
と
き
、

搬
入
調
整
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　 
使
用
促
進
　-

お
知
ら
せ-

　
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に

か
け
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使

用
促
進
の
ご
案
内
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
お
薬
代
の
軽
減
に
つ

な
が
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
医
療
保
険
財
政
の
改
善
を
図

る
た
め
に
も
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
普
及
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
ご
案
内
は
、
現
在
処
方

を
受
け
て
い
る
お
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る

と
、
お
薬
代
が
ど
れ
く
ら
い
軽

減
で
き
る
の
か
を
お
伝
え
す
る

も
の
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
を
強
制
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
切
り

替
え
の
参
考
と
し
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

対 

１
ヶ
月
に
14
日
分
以
上
の
お

薬
を
処
方
さ
れ
て
い
て
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

た
場
合
、
１
ヶ
月
の
自
己
負
担

額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
方
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特

許
が
終
了
し
た
あ
と
に
発
売
さ

れ
る
、
先
発
医
薬
品
と
同
等
の

品
質
・
有
効
性
・
安
全
性
を
持

つ
と
国
か
ら
認
め
ら
れ
た
医
薬

品
で
す
。
開
発
費
が
抑
え
ら
れ

る
た
め
、
先
発
医
薬
品
よ
り
低

価
格
で
提
供
さ
れ
経
済
的
で
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の

切
り
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま

た
は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
医
師
か
ら
の
変
更
制

限
が
な
け
れ
ば
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
が

可
能
で
す
。

問 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

　
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、

上
富
田
町
か
ら
は
次
の
方
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
秋
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
（
更
生
保
護
功
労
）

　
現
　
保
護
司
　

　
　
北
條
　
一
穗
さ
ん

　
　
　
　
　
73
歳
　
朝
来

　
40
年
に
わ
た
っ
て
保
護
司
と

し
て
更
生
保
護
活
動
お
よ
び
再

犯
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
引
き
続
き
活
動
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
犯
罪
予
防
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
願
い

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

年
末 

粗
大
ご
み 

直
接
搬
入 

受
け
入
れ

受
付
場
所

料
　
　
金

受
付
日
時

水 木 金 土 日 月 火

12月24日 12月25日 12月26日 12月27日 12月28日 12月29日 12月30日

休み 通常通り 通常通り 通常通り 休み 不燃ごみ
臨時受入日

可燃ごみ
臨時受入日

12月31日 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日 1月5日 1月6日

通常通り休み

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

有料広告

有料広告
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対
象
者
認
定
の
区
分 

　
申
告
の
対
象
と
な
る
年
の
12

月
31
日
（
基
準
日
）
で
の
状
態

で
判
断
さ
れ
る
た
め
、
基
準
日

に
有
効
で
あ
る
介
護
認
定
結
果

の
認
定
調
査
票
と
主
治
医
意
見

書
の
「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
（
寝
た
き
り
度
）」

と
「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
（
認
知
度
）」
を
基

に
判
定
を
行
い
ま
す
。

申
請
方
法

　
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
障

害
者
控
除
認
定
申
請
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
印
鑑
・
介
護
保
険
証

を
ご
持
参
の
上
、
長
寿
課
介
護

保
険
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
認
定
書
発
行
に
係
る

申
請
は
毎
年
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
は
受
け
て
い
な
い
が
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

に
対
し
て
、
所
得
税
・
町
県
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
の
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
申
請
に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。

問 

長
寿
課
　
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　（
⑩
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付 -

ご
案
内-

「障害の程度」と「寝たきり度」・「認知度」の対応表

控除の種類 障害の程度 「寝たきり度」・「認知度」の段階

障害者控除

知的障害者（軽度）に準ずる者 認知度Ⅱ
知的障害者（中度）に準ずる者 認知度Ⅲ
身体障害者（3級〜6級）に準ずる者 寝たきり度Ａ1・Ａ2

特別障害者控除
知的障害者（重度）に準ずる者 認知度Ⅳ・Ｍ

身体障害者（1級・2級）に準ずる者 寝たきり度Ｂ1・Ｂ2・Ｃ1・Ｃ2

　
上
富
田
町
で
は
、
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

普
及
広
報
事
業
「
令
和
７
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を

受
け
、
朝
来
地
区
町
内
会
連
合

会
、
中
島
町
内
会
自
主
防
災
組

織
で
、
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
で
購
入
し
た
備
品

は
、
今
後
、
町
内
会
活
動
の
さ

ら
な
る
発
展
、
自
主
防
災
組
織

の
共
助
に
よ
る
防
災
・
減
災
の

一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
納
期
限
が
変
更

と
な
り
ま
す
。

納
期
限
の
変
更

　
令
和
８
年
度
か
ら
軽
自
動
車

税
の
納
期
限
が
５
月
31
日
に
変

更
と
な
り
ま
す
。（
こ
れ
ま
で

は
４
月
30
日
）

※
納
期
限
が
㊏
・
㊐
・
㊗
の
場

合
は
、
そ
の
翌
営
業
日
が
納

期
限
で
す
。

賦
課
期
日
（
軽
自
動
車
税
の
課

税
の
基
準
日
）

　
賦
課
期
日
に
つ
い
て
は
、
変

わ
ら
ず
４
月
１
日
で
す
。

納
税
通
知
書
の
送
付

　
納
期
限
の
変
更
に
伴
い
納
税

通
知
書
は
４
月
下
旬
発
送
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

納
税
証
明
書
の
有
効
期
限

　
令
和
７
年
度
の
納
税
証
明
書

の
有
効
期
限
は
令
和
８
年
４
月

29
日
ま
で
で
す
。

　
有
効
期
限
以
降
に
、
車
検
を

受
け
ら
れ
る
予
定
の
方
は
、
期

限
を
延
長
し
再
発
行
し
ま
す
の

で
、
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
　
課
税
班

☎
３
４
‐
２
３
７
１

　
任
期
満
了
に
伴
う
上
富
田
町

長
選
挙
の
日
程
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
選
挙
期
日(

投
開
票
日)

　
　
　
　
　
　
１
月
25
日
㊐

立
候
補
予
定
者
説
明
会

 

時 

12
月
17
日
㊌

　 

10
時
～

場 

役
場
２
階
大
会
議
室

立
候
補
届
出
書
類
等
予
備
審
査

時 

１
月
13
日
㊋

　 

９
時
～
正
午
ま
で

場 

役
場
２
階
中
会
議
室

告
示
日(

立
候
補
届
出
日)

時 

１
月
20
日
㊋

　 

８
時
30
分
～
17
時
ま
で

場 

役
場
２
階
大
会
議
室

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

（
⑪
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

宝
く
じ
助
成
事
業
で

備
品
を
購
入
し
ま
し
た

上
富
田
町
長
選
挙
の
日
程

‐
お
知
ら
せ
‐

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

納
期
限
変
更
‐
お
知
ら
せ
‐

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

納
期
限
変
更
‐
お
知
ら
せ
‐

宝くじ助成で購入したイス

宝くじ助成で購入した防災備蓄倉庫
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夏
バ
テ
と
い
う
言
葉
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
冬
バ
テ

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
冬
バ
テ
と
は
、
冬
に
起
こ
る

体
調
不
良
の
こ
と
を
言
い
、
体

と
心
の
ど
ち
ら
か
、
あ
る
い
は

心
身
両
方
に
異
変
を
感
じ
る
の

が
冬
バ
テ
の
特
徴
で
す
。「
毎
年

冬
に
な
る
と
、
な
ん
と
な
く
体

調
が
悪
い
」
と
い
う
人
は
、
ま

ず
は
こ
の
冬
バ
テ
を
疑
っ
て
み

る
と
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
主
な
症
状

・
疲
れ
や
す
い

・
寝
て
も
疲
れ
が
と
れ
な
い

・
体
が
何
と
な
く
だ
る
い

・
寝
つ
き
が
悪
い

・
頭
痛
や
肩
こ
り
が
続
く

・
気
分
が
落
ち
込
む
　
　
な
ど

◆
原
因

　
冬
バ
テ
の
主
な
原
因
は
、
冬

特
有
の
「
寒
暖
差
」
と
「
日
照

時
間
の
減
少
に
よ
る
自
律
神
経

の
乱
れ
」
で
す
。
寒
暖
差
は
自

律
神
経
を
疲
弊
さ
せ
、
日
照
時

間
は
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
※
」
不
足

を
招
き
、
心
身
の
不
調
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

※
精
神
の
安
定
に
深
く
関
わ
る

脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
の
一

つ
で
、
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

子ども子育て世帯妊産婦

上富田こどもみらい家庭センター

さまざまなサービスや事業などにつないで支援

上富田こどもみらい家庭センター

一体的な支援

それぞれの専門性を発揮し

情報共有・連携

母子保健 児童福祉

＜このような支援を行います＞

冬
バ
テ
に
注
意
！

　上富田こどもみらい家庭センターは、全ての妊産婦・子育て世帯・子どもが気軽に相
談できるワンストップ窓口です。母子保健・児童福祉の両機能が一体的に切れ目のない
相談支援を行い、教育、子育て関係機関、地域などと連携します。そのほか地域資源の
開拓、子育て世帯の孤立防止、虐待などへの予防的な支援も行います。

◆妊娠期…母子健康手帳の交付、妊婦健診について、妊娠中の相談など。
　妊娠するとホルモンのバランスが大きく変化するため、身体的・精神的な不調をきたしやすくなります。
特に初めての妊娠の時は不安が募りやすくなります。ひとりで悩まずに相談してみましょう。

◆出産後…産後ケア事業について、乳幼児健診、離乳食相談、予防接種、子育て支援など。
　出産後は慣れない育児で疲労が蓄積し、「気分が落ち込む」「食欲がなくなる」「夜眠れない」などの症状
を伴う「産後うつ」になるケースもあります。困ったことがあれば早めに相談することが、問題解決の糸
口になります。

◆子育て期…遊び場の紹介、子育ての相談、虐待に関する相談など。
　子どもが成長するにつれて、さまざまな問題が生じてくることがあります。「成長具合が心配」「子ども
との関わり方が分からない」など、子育て中の悩みの相談に応じています。

◆他にも…

　「予期せぬ妊娠をしてしまった」「近隣で虐待が疑われる子どもがいる」「子どもが引きこもっている」な
どの相談も受け付けています。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ

の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
や

窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し

ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内

に
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
は
認
知
症
や

知
的
障
害
・
精
神
障
害
な
ど
に

よ
り
、
自
分
一
人
で
決
め
る
こ

と
に
不
安
や
心
配
が
あ
る
方
が
、

財
産
管
理
や
契
約
な
ど
の
手
続

き
で
不
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う

支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
成
年
後
見
制
度
の
利

用
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
相
談

や
利
用
の
促
進
な
ど
の
必
要
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
65
歳
以
上
の
高
齢
者
等
】

＊
長
寿
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

【
65
歳
未
満
の
障
害
を
お
持
ち

の
方
】

＊
福
祉
課

　
　
　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

＊
西
牟
婁
圏
域
障
害
児
・
者

　
相
談
セ
ン
タ
ー
に
じ
の
わ

　
　
　
　
☎
２
６
‐
４
９
２
３

　
専
門
的
な
相
談
が
必
要
な
場

合
に
は
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
一
次
相
談
窓
口
が
連

携
し
て
、
申
し
立
て
の
サ
ポ
ー

ト
等
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
後
見
人
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
る
方
か
ら
の
相
談
も

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

　
介
護
者
教
室
と
共
催
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

時 

12
月
12
日
㊎

　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

問 

長
寿
課

　 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎
３
３
‐
７
３
４
０

〈体を温める効果がある食材〉

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の

相
談
窓
口
（
一
次
相
談
窓
口
）

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

・根菜類
( にんじん、大根、じゃがいも、ごぼう など )
→体を内側から温める効果があります。

・発酵食品 ( 味噌、納豆　など )
→腸内環境を整え、体温を上げる
　助けになります。

・生姜
→発熱、発汗作用があり、料理に加えたりしょ
　うが湯として飲んだりすると良いです。

・スパイス ( シナモン、唐辛子　など )
→代謝を促進し、体を温める効果があ
　ります。

成
年
後
見

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

◆
冬
バ
テ
の
効
果
的
な
予
防
法

　
冬
バ
テ
を
予
防
す
る
に
は
、

「
体
温
を
一
定
に
保
つ
」
と
い

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
ご
家
庭

で
簡
単
に
で
き
る
予
防
方
法
を

紹
介
し
ま
す
。

・首
、手
首
、足
首
、く
び
れ
（
お

腹
）
を
温
め
る

　
体
を
温
め
る
に
は
「
４
つ
の

首
」
を
温
め
る
と
良
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
、

首
・
手
首
・
足
首
の
「
三
首
」

は
皮
膚
が
薄
く
、
太
い
血
管
も

通
っ
て
い
て
気
温
の
影
響
を
受

け
や
す
い
箇
所
で
す
。
そ
の
た

め
「
三
首
」
を
温
め
る
こ
と
で

全
身
を
効
率
良
く
温
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
太
い
血

管
が
あ
る
「
く
び
れ(

お
腹)

ま
わ
り
」
も
温
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
マ
フ
ラ
ー
を
巻
い
た

り
、
長
め
の
靴
下
を
は
い
た
り

と
厚
着
を
し
て
温
ま
り
ま
し
ょ

う
。

・
お
風
呂
で
温
ま
る

　
体
を
温
め
る
た
め
に
「
お
風

呂
に
浸
か
る
こ
と
」
が
大
切
で

す
。
38
℃
～
40
℃
く
ら
い
の
お

湯
に
15
～
20
分
程
度
ゆ
っ
た
り

と
浸
か
っ
て
全
身
を
温
め
ま

し
ょ
う
。

・
適
度
な
運
動

　
冬
は
お
家
に
こ
も
っ
て
運
動

不
足
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
。

ス
ト
レ
ッ
チ
や
ヨ
ガ
な
ど
の
室

内
で
で
き
る
運
動
を
生
活
に
取

り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
全
身
の
筋

肉
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
ラ
ジ
オ
体
操
も
お

す
す
め
で
す
。
運
動
を
す
る
こ

と
で
血
行
が
良
く
な
り
、
体
も

温
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
身
体
を
温
め
る
食
事
を
と
る

　
体
を
温
め
る
効
果
の
あ
る
食

材
を
使
っ
た
食
事
を
と
る
と
、

体
内
か
ら
温
ま
り
ま
す
。
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特
　
選
【 
一 
般 

】  

【 

一 

般 

】  (
松
本 
武
千
代 

先
生
　
選)

駒
を
置
く
音
の
高
さ
や
秋
季
澄
む

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
し
ち
べ
え

藍
青
の
天
に
切
り
込
む
鷹
柱

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
尾
﨑
　
均

特
　
選
【 

一 

般 

】 

【 

一 

般 

】  (

城
戸 

杉
生 

先
生
　
選)

魚
の
眼
の
無
邪
気
に
寄
り
来
箱
眼
鏡

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
山
中
　
晴
美

早
世
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
盆
の
月

　
　
　
　
　
貴
志
川
町
　
中
島
　
走
吟
　

入
　
選
【 

一 

般 

】 

 

【 

一 

般 

】  (

松
本 

武
千
代 

先
生
　
選)

少
年
の
玉
虫
秘
む
る
燐
寸
箱

　
　
　
　
　
大
分
市
　
　
小
野
　
道
山

包
丁
に
野
鍛
冶
の
銘
や
走
り
蕎
麦

　
　
　
　
　
大
分
市
　
　
小
野
　
道
山

峰
雲
の
下
は
鎖
場
縦
走
路

　
　
　
　
　
み
な
べ
町
　
武
田
　
恵
子

王
子
跡
の
風
は
語
り
部
青
す
す
き

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
杉
原
　
莊
司

初
蝉
や
童
心
に
巻
き
戻
す
朝

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
凛

待
つ
と
い
う
豊
か
な
時
間
春
の
闇

　
　
　
　
　
松
本
市
　
　
め 

だ 

か

蝉
時
雨
ぴ
た
り
と
止
み
し
余
白
か
な

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
樫
本
　
正
巳

庭
先
を
訪
ふ
風
清
し
白
桔
梗

　
　
　
　
　
す
さ
み
町
　
片
倉
　
充
子

紫
の
草
を
お
召
し
に
雛
か
な

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
山
﨑
　
祥
代

し
の
ば
る
る
手
入
れ
幾
千
薔
薇
の
庭

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
堀
　
　
あ
や
子

入
　
選
【 

一 

般 

】

 

　
　
　(

城
戸 

杉
生 

先
生
　
選)

草
木
の
色
も
匂
ひ
も
失
す
旱

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
腰
前
　
八
重
子

い
た
は
り
て
互
ひ
に
傘
寿
西
瓜
食
む

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
田
浦
　
陽
子

寝
た
き
り
の
窓
の
外
に
は
彼
岸
花

　
　
　
　
　
岐
阜
市
　
　
田
中
　
恭
司

砂
浴
び
る
鶏
に
興
味
の
夏
休
み

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
那
須
　
眞
千
代

近
付
け
ば
は
し
や
ぎ
て
逃
げ
る
稲
雀

　
　
　
　
　
白
浜
町
　
　
石
垣
　
実
男

賑
は
ひ
は
線
香
花
火
以
て
お
は
り

　
　
　
　
　
白
浜
町
　
　
湊
　
　
容
子

藍
青
の
天
に
切
り
込
む
鷹
柱

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
尾
﨑
　
均

夏
カ
レ
ー
廃
校
跡
の
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
吹
田
市
　
　
小
北
　
月
子

ふ
る
へ
字
の
一
句
残
し
て
春
に
逝
き

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
山
﨑
　
祥
代

清
秋
や
す
ん
な
り
と
句
の
出
来
さ
う
な

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
浜
岡
　
美
哉
子

佳
　
作
【 

一 

般 

】

【 

一 

般 

】 

　(

松
本 

武
千
代 

先
生
　
選)

利
休
忌
や
露
地
下
駄
揃
ふ
躙
り
口

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
杉
原
　
莊
司

駄
菓
子
屋
の
古
き
引
戸
や
わ
ら
び
も
ち

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
杉
原
　
莊
司

母
が
い
る
た
だ
そ
れ
だ
け
で
お
正
月

　
　
　
　
　
す
さ
み
町
　
千 

世 

女

真
っ
白
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
さ
す
青
葉
光

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
田
浦
　
陽
子

太
き
腿
悴
む
吾
子
を
挟
み
込
み

　
　
　
　
　
白
浜
町
　
　
絽 

々

大
い
な
る
男
の
茶
碗
早
稲
の
飯

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
宮
内
　
信
子

鶸
色
の
け
や
き
並
木
や
風
薫
る

　
　
　
　
　
堺
市
　
　
　
池
田
　
敬
子

魚
の
眼
の
無
邪
気
に
寄
り
来
箱
眼
鏡

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
山
中
　
晴
美

苦
を
見
せ
ず
生
き
抜
く
人
や
冬
す
み
れ

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
那
須
　
眞
千
代

鎌
止
め
て
風
に
確
か
む
時
鳥

　
　
　
　
　
白
浜
町
　
　
石
垣
　
実
男

鸛
舞
う
海
よ
り
の
風
は
秋

　
　
　
　
　
白
浜
町
　
　
湊
　
　
容
子

校
長
の
主
審
が
仕
切
る
盆
野
球

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
尾
﨑
　
均

子
と
の
距
離
少
し
ち
ぢ
め
て
草
の
餅

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
樫
本
　
正
巳

千
枚
田
縁
取
る
千
の
彼
岸
花

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
樫
本
　
正
巳

は
づ
み
ゐ
る
二
人
の
会
話
秋
日
傘

　
　
　
　
　
す
さ
み
町
　
片
倉
　
充
子

新
し
き
獅
子
光
撒
く
社
か
な

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
山
本
　
陽
子

素
焼
な
る
母
の
文
鎮
秋
深
む

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
山
﨑
　
祥
代

群
鳩
の
う
ね
り
の
風
や
刈
田
道

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
山
本
　
陽
子

熊
楠
の
文
字
の
揺
る
る
よ
団
扇
風

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
浜
岡
　
美
哉
子

「
米
騒
動
」
我
関
せ
ず
の
案
山
子
か
な

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
や
す
べ
え

佳
　
作
【 
一 

般 

】

　
　
　
　
　
　 (

城
戸 

杉
生 

先
生
　
選)

雲
海
を
出
て
は
又
入
り
下
山
バ
ス

　
　
　
　
　
み
な
べ
町
　
武
田
　
恵
子

手
に
す
る
も
開
け
ず
読
ま
ず
に
落
し
文

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
杉
原
　
莊
司

尾
を
立
て
て
風
の
音
聴
く
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
腰
前
　
八
重
子

湯
た
ん
ぽ
の
湯
の
音
や
さ
し
や
は
ら
か
し

　
　
　
　
　
白
浜
町
　
　
絽 

々

下
萌
や
畦
に
二
つ
の
ラ
ン
ド
セ
ル

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
し
ち
べ
え

嵌
め
殺
し
の
窓
を
離
れ
ぬ
鱗
雲

　
　
　
　
　
松
本
市
　
　
め 

だ 

か

栗
鼠
の
尾
の
す
る
り
と
消
ゆ
る
夏
木
立

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
初
山
　
紀
子

願
ひ
事
吊
す
風
鈴
よ
く
鳴
り
ぬ

　
　
　
　
　
堺
市
　
　
　
池
田
　
敬
子

す
み
ま
せ
ん
を
有
難
う
に
木
の
葉
髪

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
那
須
　
眞
千
代

ひ
と
仕
事
終
へ
て
畦
道
鳥
渡
る

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
片
倉
　
美
智
子

金
継
ぎ
の
一
筋
走
り
秋
気
澄
む

　
　
　
　
　
白
浜
町
　
　
山
本
　
容
子

何
も
か
も
一
括
り
さ
れ
秋
の
草

　
　
　
　
　
白
浜
町
　
　
山
本
　
容
子

迎
へ
火
や
亡
父
に
似
て
き
し
末
の
子
と

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
森
　
　
京
子

校
長
の
主
審
が
仕
切
る
盆
野
球

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
尾
﨑
　
均

子
と
の
距
離
少
し
ち
ぢ
め
て
草
の
餅

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
樫
本
　
正
巳

は
づ
み
ゐ
る
二
人
の
会
話
秋
日
傘

　
　
　
　
　
す
さ
み
町
　
片
倉
　
充
子

ガ
ラ
ス
器
に
透
け
る
菊
酒
供
へ
け
り

　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
本
西
　
満
穂
子

鉦
叩
も
う
お
別
れ
の
音
な
ら
ん

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
浜
岡
　
美
哉
子

ぽ
つ
か
り
と
割
れ
て
種
吐
く
椿
の
実

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
堀
　
　
あ
や
子

一
病
を
い
た
は
る
介
護
秋
桜

　
　
　
　
　
田
辺
市
　
　
米
澤
　
百

第
47
回

上
富
田
町
俳
句
大
会
入
賞
作
品
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（
投
稿
歓
迎
）

百
歳
の
枝
を
広
げ
て
柿
紅
葉
　
　
　

教
室
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
駆
使
秋
気
澄
む

老
の
会
笑
ひ
弾
け
て
秋
日
和
　
　
　

小
糠
雨
紅
深
め
吾
亦
紅
　
　
　
　
　

千
代
女

凛絽
　
絽

陽
　
子

同
窓
会 

今
年
で
最
後
と 

集
ま
る
も

　
　
長
き
良
き
友
の 

幕
は
お
ろ
せ
ず
　
　
　
　

も
み
ぢ
が
り 

ひ
ら
り
ひ
ら
り
と 

風
に
舞
う

　
　
少
し
さ
み
し
い 

短
い
秋

涼
風
に 

萩
く
れ
な
い
に 

こ
の
夕
べ

　
　
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と 

亡
き
ひ
と
を
顕
つ

稗
田
　
満
代

小
幡
　
博
子

稲
田
　
和
代

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

生
馬
小
学
校

修
学
旅
行
の
思
い
出
を
川
柳
に
し
ま
し
た
。

し
か
せ
ん
べ
い　

し
か
が
む
ら
が
る　

こ
わ
い
な
ぁ

６
年　

藪
中　

陽
翔

金
閣
寺　

ぴ
か
ぴ
か
き
れ
い　

ま
た
い
く
ぞ

６
年　

原　

京
妃

清
水
を　

ご
く
ご
く
ご
く
と　

い
っ
き
飲
み

６
年　

西　

義
愛

　
上
富
田
文
化
の
会
が
、
上
富
田
郷
土
資
料
館
に
所
蔵
し
て
い
る
太
平

洋
戦
争
に
か
か
わ
る
資
料
を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
平
和
に
つ
い
て
再
度
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

期 

12
月
26
日 

㊎ 
ま
で
　
平
日
　
８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で

場 

上
富
田
文
化
会
館
　
１
階
ロ
ビ
ー

問 

教
育
委
員
会
事
務
局 
☎
４
７
‐
５
９
３
０

ロ
ビ
ー
展
（
上
富
田
文
化
会
館
）
ご
案
内

　
　
戦
後
80
年
展

読み聞かせボランティアかみふうせんによるおはなし会です。

えほんの読み聞かせや、手遊び、紙芝居などをします。

ぜひ遊びに来てくださいね。

＜ふゆのおはなし会＞

年末年始は、１２月２８日㊐～１月３日㊏が休館日です。
年内は１２月２７日㊏が最終日です。
なお１２月１４日㊐からは貸出期間が長くなるので、おひとり
３０冊まで借りることができます。

＜年末年始の休館日＞

時 １２月２０日㊏　１３時３０分～１４時００分
場 上富田町立図書館　視聴覚室

 　（状況により変更・中止の場合があります。）

時

場

令和8年は、１月４日㊐から開館します。

図書館からのお知らせ 問 上富田町立図書館　　☎４７‐１７９０問
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子

男
子
団
体

１
回
戦

上
富
田 

０
‐
３ 
衣
笠

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

女
子
団
体

１
回
戦

上
富
田 

３
‐
０ 

田
辺

２
回
戦

上
富
田 

０
‐
２ 

衣
笠

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
　
優
勝
★

上
富
田 

15
‐
２ 

高
雄
・
富
田

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
子
　
３
位

予
選

上
富
田 

50
‐
52 

高
雄

準
決
勝

上
富
田 

55
‐
58 

明
洋

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子
　
優
勝
★

予
選

上
富
田 

87
‐
31 

明
洋

準
決
勝上

富
田 

１
２
０
‐
12 

東
陽

決
勝

上
富
田 

56
‐
48 

高
雄

卓
球
部
　
男
子
団
体

１
回
戦

上
富
田 

２
‐
３ 

田
辺

卓
球
部
　
女
子
団
体

１
回
戦

上
富
田 

１
‐
３ 

上
秋
津

男
子
個
人

山
本
　
冨
竜
　
ベ
ス
ト
８

　
　
池
本
　
愛
斗
　
ベ
ス
ト
８

　
　
瀬
川
　
晃
生
　
ベ
ス
ト
８

女
子
個
人

嵯
峨
　
灯
莉
　
　
　
２
位

　
上
富
田
中
学
生
が
主
体
的
に

運
営
し
、
地
域
と
の
交
流
を
深

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
挑
戦
と
、
成
長
す
る
姿

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時 

12
月
７
日
㊐

　
　
　
　
10
時
～
15
時

場 

上
富
田
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館

催
し
物 

・
飲
食
店
等
40
店
舗

　
　
　
・
ラ
イ
ブ
も
有
り

主
催 

カ
ミ
チ
ュ
ウ
フ
ェ
ス

実
行
委
員
会

協
賛 

上
富
田
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議

サ
ッ
カ
ー
部
　
優
勝
★

準
決
勝

上
富
田 

９
‐
０ 

富
田

決
勝

上
富
田 

３
‐
２ 

田
辺

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

１
回
戦

上

富

田

７

‐

14 

紀

之

川

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子
　
準
優
勝

予
選

上
富
田 

１
２
１
‐
19 

城
南

上
富
田 

80
‐
54 

橋
本
中
央

準
決
勝

上
富
田 

67
‐
56 

伏
虎

決
勝

上
富
田 

51
‐
62 

吉
備

　
ケ
ニ
ア
共
和
国
・
ブ
ラ
ジ
ル

連
邦
共
和
国
か
ら
来
日
す
る
青

少
年
の
受
け
入
れ
を
予
定
し
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

〇
来
日
す
る
青
少
年
に
つ
い
て

・
18
～
30
歳
の
男
女

・
英
語
を
話
し
、
あ
い
さ
つ
程

度
の
日
本
語
を
話
し
ま
す
。

〇
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

・
令
和
２
年
２
月
22
日
（
土
）

夕
方
～
24
日
（
月
・
祝
）
夕
方

ま
で

〇
そ
の
他

・
１
家
庭
に
２
名
の
受
け
入
れ
を

お
願
い
し
ま
す
。（
若
干
で
す
が
、

食
費
等
の
補
助
が
あ
り
ま
す
）

〇
応
募
方
法
お
よ
び
締
め
切
り

に
つ
い
て

・
12
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
左
記

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
ご
希
望

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
教
育
員
会
内
）

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

　　　　　　公益財団法人

　　　　　　　　　ライフスポーツ財団

　　　　　　令和７年度

　　　　　　子ども活動支援補助金の受領

　公益財団法人ライフスポーツ財団から令

和７年度子ども活動支援補助金の交付を受

けました。

　町で取り組みを進めている子どもの体力

向上事業と、学校の遊具の改修に対し、ラ

イフスポーツ財団から１００万円の補助金

をいただきました。

　この事業では、運動による子どもの健全

育成を図り、幼少期にスポーツに対する興

味をもつことや、スポーツをはじめるきっ

かけづくりを目的とし、町内の保育所での

運動巡回指導を行っております。今回いた

だいた補助金を活用し、更に充実した事業

を展開していきます。

「
経
塚
展
」
ご
案
内

期 

12
月
３
日 

㊌ 

～ 

12
月
６
日 

㊏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

平
日
　
９
時
～
16
時
　
土
曜
日
　
９
時
～
12
時

場 

上
富
田
文
化
会
館
　
２
階
　
研
修
室

　
奈
良
大
学
が
令
和
４
年
度
～
令
和
５
年
度
に
朝
来
経
塚
（
朝
来
）
の
再
整
理
（
調
査
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
大
学
が
「
朝
来
経
塚
発
掘
調
査
報
告
書
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
内
容
を
受
け
て
奈
良
大
学
博
物
館
が
今
年
１
月
27
日
～
４
月
12
日
の
間
「
朝
来
経
塚
群
―
祈
り
の
考

古
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
上
富
田
町
・
上
富
田
町
教
育
委
員
会
の
後
援
で
企
画
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
奈
良
で
の
企
画
展
と
い
う
こ
と
で
、
興
味
が
あ
っ
て
も
行
け
な
い
方
が
お
ら
れ
た
の
で
は
と
思
い
、
今
回

そ
の
一
部
を
経
塚
展
と
し
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
文
化
の
会

上
富
田
中
学
校

郡
新
人
総
合
体
育
大
会
の
結
果

（
★
は
県
大
会
出
場
）

上
富
田
中
学
校

県
新
人
総
合
体
育
大
会
の
結
果

第
３
回

カ
ミ
チ
ュ
ウ
フ
ェ
ス
２
０
２
５

‐
開
催
ご
案
内
‐

有料広告

有料広告
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朝
来
・
南
紀
の
台
公
民
館
共
催

時 

令
和
８
年
２
月
７
日
㊏

・
８
日
㊐

場 

南
紀
の
台
公
民
館

生
馬
公
民
館

時 

令
和
８
年
２
月
７
日
㊏

・
８
日
㊐

場 

生
馬
公
民
館

岩
田
公
民
館

時 

令
和
８
年
２
月
14
日
㊏

・
15
日
㊐

場 

岩
田
公
民
館

市
ノ
瀬
公
民
館

時 

令
和
８
年
２
月
15
日
㊐

場 

市
ノ
瀬
公
民
館

対 

各
地
区
に
在
住
の
方
お
よ
び

各
公
民
館
サ
ー
ク
ル
等

申 

各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

朝
来
公
民
館
（
㊊
・
㊋
・
㊌
・
㊎
・
㊏
）

☎
４
７
‐
０
５
４
５

南
紀
の
台
公
民
館
（
㊊
～
㊎
）

☎
３
４
‐
７
２
２
７

生
馬
公
民
館
　（
㊊
・
㊌
・
㊎
）

☎
４
７
‐
２
８
８
１

岩
田
公
民
館
　（
㊊
～
㊎
）

☎
４
７
‐
２
０
２
０

市
ノ
瀬
公
民
館
（
㊊
・
㊌
・
㊎
）

☎
４
８
‐
０
３
６
６

時 

12
月
21
日 

㊐

　
　
８
時
30
分
受
付
開
始

　
　
９
時
00
分
競
技
開
始

　
　
　
　
　
　（
雨
天
中
止
）

場 

日
吉
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
場
（
生
馬
本
郷
地
区
内
富
田

川
河
川
敷
）

費 

無
料

申 

事
前
に
朝
来
公
民
館
ま
た

は
南
紀
の
台
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問 

朝
来
公
民
館

☎
４
７
‐
０
５
４
５

南
紀
の
台
公
民
館

☎
３
４
‐
７
２
２
７

時 

令
和
８
年
１
月
10
日 

㊏

　
　
９
時
～
11
時
30
分

場 

市
ノ
瀬
公
民
館

講
師 

谷
本 

裕
美
　
氏

費 

８
０
０
円
（
当
日
集
金
）

持 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
　
※
持
ち
帰
り
に
必
要
な
容
器
は

　
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

定 

20
名
（
先
着
順
）

申 

市
ノ
瀬
・
下
鮎
川
在
住
の
方

12
月
３
日
㊌
～
12
月
26
日
㊎

町
内
の
方

12
月
10
日
㊌
～
12
月
26
日
㊎

　
い
ず
れ
も
平
日
、
８
時
30
分

～
16
時
15
分

※
電
話
に
て
市
ノ
瀬
公
民
館
へ

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

市
ノ
瀬
公
民
館

☎
４
８
‐
０
３
６
６

時 

12
月
14
日 

㊐

８
時
～
10
時
　
小
雨
決
行

※
実
施
で
き
な
い
場
合
は
12
月

21
日
㊐
に
延
期
し
ま
す
。

　
延
期
の
場
合
は
７
時
30
分
に

放
送
し
ま
す
。

問 

市
ノ
瀬
公
民
館
（
㊊
・
㊌
・
㊎
）

　
　
☎
４
８
‐
０
３
６
６

二十歳を祝う式典のお知らせ

　案内状は、住民基本台帳および中学校卒業

名簿により対象者に 11 月上旬に送付してお

ります。

　氏名・住所に変更や誤り、また通知漏れ等

がございましたら、お早めにご連絡ください。

対 平成 17 年４月２日～平成 18 年４月１日

の間に生まれた方 （令和２年度中学校卒

業生）

時 令和８年１月３日 ㊏
　 ・受付　10 時から

　 ・式典　10 時 30 分から

場 上富田文化会館　文化ホール

問 教育委員会事務局 ☎４７ ‐ ５９３０

時 

12
月
21
日 

㊐

体
験
会
９
時
～
９
時
50
分
　

　
　（
受
付
８
時
30
分
～
）

カ
ジ
ュ
ア
ル
マ
ッ
チ

10
時
～
11
時
30
分

　
　（
受
付
９
時
30
分
～
）

　
※
雨
天
中
止

場 

岩
田
ふ
れ
あ
い
公
園

　
芝
生
エ
リ
ア

対 

体
験
会
　
ど
な
た
で
も

　 

カ
ジ
ュ
ア
ル
マ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
10
歳
以
上
推
奨

費 

無
料

持 

飲
み
物
、
防
寒
具

申 

事
前
申
し
込
み
は
左
記
QR
コ

ー
ド
か
ら
。

※
当
日
申
し
込
み
可

問 

上
富
田
町
教
育
委
員
会

☎
４
７
‐
５
９
３
０

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
民
館
　
作
品
展

　
　
　
　
作
品
募
集

朝
来
・
南
紀
の
台
公
民
館
共
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

「
絶
品
キ
ム
チ
を
作
ろ
う
」

市
ノ
瀬
・
下
鮎
川
環
境
づ
く
り

グ
ル
ー
プ

ク
リ
ー
ン
運
動

体
育
協
会
よ
り
お
知
ら
せ
　
　
　
‐
開
催
ご
案
内
‐

「
モ
ル
ッ
ク
体
験
会
・
カ
ジ
ュ
ア
ル
マ
ッ
チ
」

　
体
験
会
で
は
モ
ル
ッ
ク
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
遊
び
方
を
体
験
で

き
ま
す
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
マ
ッ
チ
で
は
１
対
１
形
式
で
試
合
を
行
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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10
月
19
日
、「
第
32
回
コ
ス

モ
ス
園
花
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
例
年
は
コ
ス
モ
ス

畑
が
会
場
で
す
が
、
雨
の
心
配

が
あ
っ
た
の
で
、
農
業
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
が

主
会
場
に
な
り

ま
し
た
。

　
主
催
は
市
ノ

瀬
環
境
美
化
花

づ
く
り
推
進
実

行
委
員
会
で
、

公
民
館
も
参
画

し
、
中
心
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
河
川
敷
を

き
れ
い
に
保
つ
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
い
る
団
体
で
、
コ
ス

モ
ス
を
育
て
て
美
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
各
団

体
の
協
力
の
下
「
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
市
ノ
瀬
小
学
校

児
童
や
地
域
の
皆
さ
ん
で
す
。

開
会
式
の
あ
と
小
学
生
に
よ
る

交
通
安
全
標
語
と
俳
句
の
発
表

と
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
自

由
時
間
で

す
。
児
童

は
チ
ケ
ッ

ト
を
持
っ

て
自
由
に

お
店
や
コ
ー
ナ
ー
を
回
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
地
域
か
ら

は
家
族
で
の
参
加
が
多
く
見
ら

れ
、
児
童
に
ま
ざ
っ
て
各
コ
ー

ナ
ー
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
充
分
遊
ん
だ
後
に
、
市
ノ
瀬

小
学
校
体
育
館
に
場
所
を
移
し
、

児
童
に
よ
る
「
一
ノ
瀬
大
踊
り
」

の
披
露
、
閉
会
式
（
コ
ス
モ
ス

栽
培
優
秀
団
体
の
表
彰
）、
餅

ま
き
を
し
て
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

　
閉
会
式
で
の
副
実
行
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
に
「
た
だ
楽
し
い

行
事
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

地
域
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
の

一
環
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と

あ
り
、
活
動
の
目
的
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

　
10
月
19
日
、
今
年
度
の
史
跡
・

文
化
財
め
ぐ
り
は
、
少
し
足
を

伸
ば
し
て
、
姫
路
城
と
姫
路
バ

ラ
園
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
出

発
時
は
雨
模
様
で
心
配
し
ま
し

た
が
、
姫
路
に
着
く
頃
に
は

快
晴
、
青

空
に
姫
路

城
の
白
壁

が
映
え
て

と
て
も
き

れ
い
で
し

た
。

　
ま
ず
は

世
界
文
化
遺
産
で
あ
り
、
国
宝

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
姫
路
城

の
見
学
。
建
て
ら
れ
た
た
と
き

の
姿
の
ま
ま
、
私
た
ち
を
迎
え

て
く
れ
た
重
厚
な
建
築
に
心
奪

わ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
ま
ま
の

急
峻
な
階
段
に
は
、
足
を
取
ら

れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
全

員
無
事
に
、
見
学
し
て
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
姫
路
灘
菊
酒
造
に

て
。
昔
の
窯
場
を
活
用
し
た
レ

ス
ト
ラ
ン
で
、
酒
蔵
の
「
麹
」

や
純
米
酒
粕
な
ど
を
使
っ
た
料

理
を
堪
能
し
ま
し
た
。
売
店
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
お
酒
や
ノ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
の
甘
酒
な
ど
の
試
飲

も
あ
り
、
財
布
の
ひ
も
も
緩
み

が
ち
で
し
た
。

　
午
後
は
、

姫
路
バ
ラ

園
。
交
通

事
故
で
亡

く
な
ら
れ

た
息
子
さ

ん
の
供
養

の
た
め
に

手
作
り
で

作
っ
た
バ

ラ
園
で
、
そ
の
思
い
を
受
け
継

い
で
今
も
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
学
し
た
日
は
、
ち
ょ
う
ど
秋

の
バ
ラ
が
満
開
で
、
美
し
い
花

を
見
学
し
つ
つ
、
交
通
事
故
防

止
に
も
思
い
を
は
せ
る
ひ
と
と

き
で
し
た
。

　
10
月
18
日
に
、
今
年
度
第
３

回
目
と
な
る
親
子
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
熊
野
古
道

歩
き
で
、
21
名
８
組
の
親
子
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
伏

ふ
し
お
が
み拝

王
お
う
じ
あ
と跡
か
ら
熊
野
本
宮
大
社
ま
で

の
約
４
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま

し
た
。

　
昨
年
度

は
雨
天
に

よ
り
中
止

と
な
っ
た

た
め
、
２

年
ぶ
り
の

開
催
と
な

り
ま
し
た

が
、
今
年

も
あ
い
に

く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
。
雨
の

熊
野
古
道
は
実
に
幻
想
的
で
、

森
林
に
は
霧
が
か
か
り
、
ま
る

で
映
画
の
世
界
に
入
り
込
ん
だ

か
の
よ
う
で
し
た
。

　
伏
拝
王
子
跡
か
ら
三
軒
茶
屋

跡
ま
で
は
緩
や
か
な
道
で
し
た

が
、
三
軒
茶
屋
跡
か
ら
は
、
そ

れ
ま
で
の
道
と
は
違
い
上
り
坂

が
多
く
、
雨
も
相
ま
っ
て
過
酷

で
し
た
。
し
か
し
、
参
加
者
み

ん
な
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
本

宮
大
社
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル

の
本
宮
大

社
に
着
く

こ
ろ
に
は

雨
も
止
み
、

約
４
㎞
の

道
の
り
を
１
時
間
半
ほ
ど
で
、

全
員
怪
我
な
く
無
事
に
完
歩
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
な
か

な
か
自
然
に
触
れ
る
機
会
が
な

い
の
で
、
と
て
も
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。」「
子
ど
も
と
一

緒
に
歩
く
こ
と
が
で
き
て
、
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。」「
霧

の
中
の
熊
野
古
道
は
、
神
秘
的

で
感
動
し
ま
し
た
。」
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
古
道
歩
き
は
、
歴
史

や
文
化
に
触
れ
、
学
ぶ
、
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

古
道
な
ら
で
は
の
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
、
親
子
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
は
心
も

体
も
成
長
で
き
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

コ
ス
モ
ス
園
花
ま
つ
り

市
ノ
瀬
公
民
館

第
３
回
　
親
子
教
室

熊
野
古
道
歩
き

生
馬
公
民
館

史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り

朝
来
公
民
館
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10
月
25
日
、
み
つ
わ
子
供
会

と
南
紀
の
台
公
民
館
の
共
催
で

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。

 

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
は
元
々
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
起
源
と
す
る
記
念

日
で
、
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
に
広

ま
り
、
世
界
的
な
行
事
と
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。「
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
」
は
、
秋
の
収
穫
物
を
集
め

て
パ
ー
テ
ィ
ー
を
す
る
日
で
し

た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
先
祖
の

霊
が
戻
っ
て
く
る
と
も
信
じ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
悪
霊

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
魔
女
や

悪
魔
な
ど
の
仮
装
を
す
る
こ
と

が
定
番
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
子
ど
も
も
大
人
も

様
々
な
コ
ス
プ
レ
で
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
魔
女
、
天
使
、

カ
ボ
チ
ャ
、
動
物
な
ど
た
く
さ

ん
の
コ
ス
プ
レ
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
　

　
輪
投
げ
、
恐
竜
と
の
じ
ゃ
ん

け
ん
ゲ
ー
ム
、
玉
入
れ
、
○
×

ゲ
ー
ム
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

た
く
さ
ん
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

で
、
み
ん
な
笑
顔
で
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
最
後

は
、
み
ん
な
で
写
真
の
撮
影
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
公
民

館
に
み
ん
な
の
歓
声
が
響
き
、

本
当
に
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

　
運
営
に
協
力
い
た
だ
い
た
方

々
に
感
謝
し
、
ま
た
来
年
を
楽

し
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
、
２
０
２
５
年
は
戦
後

80
年
（
昭
和
１
０
０
年
）
と
い

う
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
昭

和
20
（
１
９
４
５
）
年
に
太
平

洋
戦
争
が
終
わ
り
、
80
年
目
と

い
う
こ
と
で
す
。
戦
後
の
雰
囲

気
を
多
少
と
も
知
る
団
塊
の
世

代
（
１
９
４
７
～
１
９
４
９
年

の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
時
代
に
生

ま
れ
た
世
代
）
も
後
期
高
齢
者

と
な
り
、
戦
争
を
知
ら
な
い
人

が
ほ
と
ん
ど
と
な
り
ま
し
た
。

　
少
し
調
べ
て
み
ま
す
と
、
広

島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
の
は

１
９
４
５
年
８
月
６
日
で
す
が
、

そ
の
年
に
は
上
富
田
町
に
も
Ｂ

29
と
呼
ば
れ
た
大
型
長

距
離
爆
撃
機
な
ど
が
飛

来
し
、
生
馬
橋
に
爆
弾

が
落
と
さ
れ
た
り
、
市

ノ
瀬
の
根
皆
田
に
焼
夷

弾
が
落
と
さ
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。
前
年
に
は
、
岡
川
八
幡
神

社
近
く
に
も
爆
弾
が
落
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
続
い
て
戦
争
の
こ
と
に
つ
い

て
書
か
れ
た
文
章
を
紹
介
し
ま

す
。

　
町
内
の
文
化
財
調
査
の
関
係

で
知
り
合
っ
た
山
本
さ
ん
は
、

90
歳
を
過
ぎ
た
方
で
し
た
。
雑

談
の
中
で
、
自
分
は
特
攻
隊
要

員
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
新

聞
記
事
に
も
な
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
記
事
の
一
つ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
「
特
攻

要
員
と
は
知
ら
ぬ
ま
ま
」
と
い

う
見
出
し
で
「
旧
制
田
辺
中
学

校
５
年
生
（
17
歳
）
の
時
に
、

学
徒
動
員
で
明
石
の
工
場
で
飛

行
機
の
製
造
を
し
て
い
た
が
、

民
間
航
空
会
社
の
グ
ラ
イ
ダ
ー

乗
り
募
集
に
応
募
し
て
見
事
に

合
格
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が

特
攻
要
員
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

っ
た
の
は
終
戦
に
な
っ
て
か
ら

陸
軍
の
軍
人
に
『
お
前
ら
特
攻

や
っ
て
ん
で
。
終
戦
に
な
っ
て

よ
か
っ
た
な
』
と
聞
か
さ
れ
た

時
だ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
山
本
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
と
し

て
「
若
者
に
は
戦
争
し
な
い
よ

う
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
願
い
し

た
い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
郷
土
史
研
究
家
の
伊
勢
田 

進

さ
ん
が
田
辺
海
兵
団
に
つ
い
て

書
い
た
文
章
で
は
、「
海
兵
団

は
、
海
軍
軍
人
に
な
っ
た
新
兵

を
基
礎
教
育
す
る
機
関
で
あ
る

が
、
市
民
と
は
別
世
界
で
、
階

級
社
会
が
厳
し
く
、
命
令
で
は

じ
ま
り
命
令
で
日
が
暮
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
帝

国
海
軍
軍
人
精
神
と
い
う
ワ
ク

に
は
め
込
む
た
め
、
連
日
そ
の

日
課
を
詰
め
込
む
方
法
と
し
て
、

一
番
安
上
が
り
で
手
っ
と
り
早

い
手
段
と
し
て
、
殴
っ
て
恐
怖

心
を
起
こ
さ
せ
反
抗
心
を
失
わ

せ
服
従
さ
せ
て
い
く
教
育
方
法

で
あ
る
。
今
日
で
は
大
問
題
に

な
る
毎
日
で
自
由
も
人
権
も
な

い
。
無
理
を
承
知
の
上
で
短
期

間
の
内
に
帝
国
海
軍
精
神
が
育

成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
…
戦
争

は
実
に
悲
惨
で
残
酷
で
あ
り
、

平
和
な
家
庭
の
幸
せ
を
破
壊
す

る
も
の
で
あ
る
。
…
」

　
現
在
、
ロ
ビ
ー
展
（
上
富
田

文
化
会
館
内
）
で
は
「
戦
後
80

年
　
戦
争
展
」
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。（
P8
を
参
照
）

　
こ
の
機
会
に
、
平
和
に
つ
い

て
再
度
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

南
紀
の
台
公
民
館

私
た
ち
の
歴
史
・
文
化
・
民
俗 

16

戦
後
80
年

有料広告
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※住所異動の手続きや住民票・戸籍等

の発行は行えません。

※手続きに必要なものは事前にお問い

合わせください。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎ 47–0550

マイナンバーカード　夜間窓口
時 12 月 11 日・25 日㊍  19 時まで
場 住民課（①番窓口）
内 マイナンバーカードの申請・受け取り
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更 など

　
第
28
回
紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ

ン
が
、
令
和
８
年
２
月
１
日
㊐
、

上
富
田
文
化
会
館
を
中
心
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
の
物
産
店
等
の
出
店
を

ご
希
望
の
方
は
、
提
出
期
限
ま

で
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
出
店
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、

①
町
内
の
団
体
お
よ
び
福
祉
事

業
所

②
協
賛
企
業
（
１
万
円
以
上
）

の
順
に
選
考
し
、
残
り
を
抽

選
と
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

提
出
書
類 

申
込
書
　
１
部

出
店
料

 

１
万
円

出
店
ブ
ー
ス 

１
団
体
　
１
区
画

参
加
者
準
備
物 

机
・
椅
子
・
発

電
機
等

〆 

12
月
５
日
㊎
必
着

問 

振
興
課

企
画
・
商
工
観
光
班
　
　

　
　
　
　
　
　（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

①
納
付
の
手
間
が
か
か
ら
な
い

　
納
付
の
た
め
に
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま
で

出
向
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
納
付
忘
れ
の
心
配
が
な
い

　
一
度
の
登
録
で
、
納
期
限
に

合
わ
せ
て
自
動
的
に
引
き
落
と

し
を
行
う
た
め
、
納
め
忘
れ
が

あ
り
ま
せ
ん
。

③
町
の
経
費
削
減
に
も
つ
な
が

る　
町
が
負
担
す
る
取
扱
手
数
料

が
最
も
安
価
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。

◆
対
応
金
融
機
関
（
五
十
音
順
）

　
き
の
く
に
信
用
金
庫
、
紀
陽

銀
行
、
近
畿
労
働
金
庫
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
、
和
歌
山
県
農
業
協

同
組
合

◆
対
象
税
目

　
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税◆
手
続
き
の
方
法

　
預
貯
金
通
帳
、
金
融
機
関
の

お
届
け
印
を
ご
持
参
の
上
、
各

金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課 

収
納
班（

⑥
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
１

募
集
人
数 

１
名

業
務
内
容 

　
指
定
区
域
の
水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
業
務
（
主
に
携
帯
端
末
機

に
よ
る
入
力
作
業
）
お
よ
び
そ

れ
に
係
る
付
帯
業
務

契
約
形
態 

　
業
務
委
託
契
約
（
雇
用
で
は

な
く
、
個
人
事
業
主
と
し
て
の

契
約
で
す
）

契
約
期
間 

　
令
和
８
年
２
月
１
日
か
ら
３

月
31
日
ま
で
（
令
和
８
年
４
月

１
日
以
降
は
、
協
議
に
よ
っ
て

更
新
）

業
務
期
間 

　
町
が
指
定
す
る
期
間

　（
概
ね
毎
月
１
日
か
ら
15
日
）

応
募
資
格 

①
上
富
田
町
に
住
所
を
有
す
る

方
で
、
高
等
学
校
卒
業
程
度

以
上
の
学
力
を
有
し
、
普
通

自
動
車
運
転
免
許
証
を
持
っ

て
い
る
こ
と

②
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方

③
乗
り
物
（
持
ち
込
み
）
を
使

用
し
て
検
針
が
で
き
る
こ
と

④
水
道
料
金
、
町
税
等
に
滞
納

が
な
い
こ
と

応
募
方
法 

　
12
月
26
日
㊎
ま
で
に
、
市
販

の
履
歴
書
（
カ
ラ
ー
写
真
貼
付
）

を
上
下
水
道
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

　
な
お
、
受
付
時
間
は
㊏
・
㊐
・

㊗
を
除
く
８
時
30
分
か
ら
17
時

15
分
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
書
類
は
、
採
用
・

不
採
用
に
か
か
わ
ら
ず
返
却
い

た
し
ま
せ
ん
。

選
考
方
法 

　
書
類
選
考
お
よ
び
面
接
の
上
、

決
定
し
ま
す
。（
書
類
選
考
を

通
っ
た
方
に
は
、
後
日
、
面
接

日
時
を
連
絡
し
ま
す
。）

問 

上
下
水
道
課
　
業
務
班
　
　

（
⑬
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０
（
代
）

第
28
回
紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ
ン

物
産
等
出
店
募
集

町
税
の
納
付
は
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
が
お
す
す
め
！

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

‐
募
集
‐

有料広告
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全
国
の
令
和
６
年
の
総
出
火

件
数
は
３
万
７
０
３
６
件
で
、

こ
の
う
ち
建
物
火
災
は
２
万
９

０
８
件
と
な
り
、
約
56
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
建
物
火
災
の
出
火
原
因
は
、

第
１
位
が
「
コ
ン
ロ
」、
第
２

位
が
「
電
気
機
器
」、
第
３
位

が
「
た
ば
こ
」、
第
４
位
が
「
配

線
器
具
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
い
の
ち
を
守
る
４
つ
の
習
慣
と

６
つ
の
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
４
つ
の
習
慣
》

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
し
な
い
。

　
さ
せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

　
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
、
火

　
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
ほ
こ
り
を

　
清
掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ

　
は
抜
く
。

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
10
月
分
）

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
和
貴
・
早
紀
）

（
拓
実
・
真
由
子
）

（
慎
太
・
朋
佳
）

（
博
文
・
冴
夏
）

市
ノ
瀬

生

馬

上
富
田
町

南
紀
の
台

中な
か
お尾

　
海う
み
と斗

大お
お
は
し橋

　
歩あ
ゆ
み実

水み
ず
し
ま島

　
成な
る
は晴

新あ
ら
い井

　
心こ
の
み望

朝

来

朝

来

朝

来

岩

田

岩

田

宮
野
　
智
享

松
本
　
靜
代

中
井
須
磨
子

山
本
　
宗
一

小
畑
　
靖
司

85
歳

86
歳

98
歳

91
歳

98
歳

前月比

総 数 15,638人 -10

男 性 7,484人 -7

女 性 8,154人 -3

世帯数 7,645世帯 +7

上富田町の人口と世帯数
令和7年 10月末現在 中

尾
　
亮
太

松
本
　
綾
音

岩

田

岩

田

｛

坂
本
　
光
徳

阪
本
　
満
里

南
紀
の
台

南
紀
の
台

｛

高
垣
　
晶
斗

山
本
　
美
憂

朝

来

田
辺
市

｛
　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

12
月
22
日
㊊

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　
地
域
づ
く
り
課

☎ 

２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

12
月
18
日
㊍

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　 

総
務
福
祉
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
６
期
）

　
固
定
資
産
税
　
　  

（
第
３
期
）

◆
納
期
限
　

　
１
月
５
日
㊊

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延

滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班

　
　
　
　
　
　
　（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

《
６
つ
の
対
策
》

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
は
安

全
装
置
の
付
い
た
機
器
を
使

用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期

的
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安

に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝

具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置

し
、
使
い
方
を
確
認
し
て
お

く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
方
は
、
避
難
経
路
と
避
難

住
宅
火
災
の
予
防

田
辺
消
防
署

上
富
田
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
宅
防
火

　
い
の
ち
を
守
る

　
　
　
10
の
ポ
イ
ン
ト

方
法
を
常
に
確
保
し
、
備
え

て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、

戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地

域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・
救
助
）
は
、

局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
☎
４
７
‐
０
１
１
９
へ

田辺市消防本部
YouTube

公式チャンネル
ぜひご覧ください！
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主　催：上富田町人権推進委員会　　問合せ：上富田町役場　総務課財政・管財班　　☎0739－47－0550

人
権
啓
発
映
画
会

人
権
啓
発
映
画
会

上
富
田
文
化
会
館  

文
化
ホ
ー
ル

入場
無料
（整理券不要）

日時：令和7年 12月2日（火）
●開場：18時30分　●上映：19時00分　●終演：21時00分（予定）
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